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「武鑑」とは？
1. データブック：江戸の大名や幕臣に関
するリッチな構造化データを記録（紋
などの「絵」も含む）

2. 200年：江戸時代初期から末期まで出
版され続けたベストセラー

3. 多目的：役職移動情報、江戸観光みや
げ、大名行列観覧ガイド等

4. 高頻度更新：情報の更新は最大で1月
に数回
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参考：藤實久美子、江戸の武家名鑑武鑑と出版競争、吉川弘文館、 2008

寛政武鑑 (1789)、日本古典籍データ
セット（国文研蔵、CODH公開）
http://codh.rois.ac.jp/pmjt/book/200018823/

http://codh.rois.ac.jp/pmjt/book/200018823/


武鑑全集
http://codh.rois.ac.jp/bukan/
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日本古典籍
データセット
（国文研蔵）

データ駆動型手法を
用いた武鑑の経時的
解析 参勤交代の可視化

大名家・幕臣の人物
データベースの構築

江戸デザインの分析

人手で大名家に関
する構造化データ
を作成
• 居城
• 参勤交代
• 上屋敷
• 菩提寺
• 紋／道具
• 献上品／拝領品

日本古典籍データセットの武鑑381点

http://codh.rois.ac.jp/edo-cooking/


経時的差分翻刻のアイデア

解決：前後の版本
で変化した部分の
みを翻刻し経時的
データを構築する
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問い：200年に
わたる史料をど
う翻刻するか？



木版印刷と板本書誌学

1. 刊：板木を最初から作り直す（メ
ジャーバージョン）

2. 印：同一の板木から多くの印刷を行
う（インスタンス）

3. 修：板木を埋木で修正する（マイ
ナーバージョン）＝細部の変化
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江戸時代の出版は木版印刷が主流
（活字もあるが限定的）

左：寛政武鑑（1789）
右：寛政武鑑（1791）



テキスト照合と画像照合
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テキストA テキストB

テキスト照合 = 多くのツールが存在

画像照合 =標準的なツールがない
（目視による「並列比較 side-by-side」が主流）

画像B画像A

翻刻
OCR

翻刻
OCR



画像照合と差読（Differential Reading）
http://codh.rois.ac.jp/differential-reading/
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1. 2枚の画像を照合した結
果を表示・共有する
ビューアvdiff.jsを構築

•ウェブ版＝URLを指定
•ファイル版＝ローカル
フォルダを指定

2. 「2冊の差分を読む」差
読サービスとして公開

源氏百人一首（パタパタ顔比較）、東
京大学総合図書館

http://codh.rois.ac.jp/differential-reading/


武鑑全集と「差読プラットフォーム」
http://codh.rois.ac.jp/bukan/diff/
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武鑑の網羅的なデジタル化 版間の差分を強調するビューア
と様々な関連機能

コンピュータビジョン技術
を用いた画像マッチング

多数の版から差分を取り出すプラットフォーム

http://codh.rois.ac.jp/bukan/diff/


ブック照合（ページペア表示）
1. 2点の本を選び、ペー
ジ照合の結果を一覧

2. 青＞緑＞赤＞黒の順番
で、ページ照合の推定
品質が高い

3. 灰はページ照合に失敗
した場合で、落丁・増
丁などに相当

4. 紫は人手で照合ずみ
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ページ照合表示
1. 2ページの画像を読
み込み、比較結果を
vdiff.jsで表示

2. ページ移動、ブック
移動、板木分析など
の機能を提供

3. 最も重要な機能：同
一板木を保持しなが
ら、前後のブックに
移動する機能
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ブック移動の例
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同一板木でないのでマッチングできな
い

同一板木なのでマッチングできる 同一板木ではないがマッチングできる



江戸200年参勤交代データセット
http://codh.rois.ac.jp/bukan/daimyo/

1. 「武鑑全集」の中から、大名家に関するデータを含む
武鑑354点（1658-1868）を選択

2. 参勤交代時期を表す「参府」「御暇」、参考情報とし
て「当主」「居城地」を経時的に差分翻刻

3. 経時的な情報の連続性に基づき、情報が不自然に変化
する箇所を特定

4. 情報の連続性を向上させるため、出版順の入れ替えや
書誌情報の妥当性を検討
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http://codh.rois.ac.jp/bukan/daimyo/
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おそらく
間違い 66は67より後、

73より前に入
るはず



板木の連続性を根拠に書誌情報を精査
1. 板木の変更はコストが高いため、コストを最小化する
には板木を連続して使う必要がある

2. 出版年順で情報が連続しない場合は、出版年の誤り
（または異なる出版年の板本の混在）を示唆する

3. 多くの大名家の翻刻で生じる矛盾を解消することで、
武鑑の出版順を確定させる

4. 出版順に基づき出版年を推定し直すことで、より精度
の高い書誌情報に更新する
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経時的差分翻刻の効率化と拡大
1. すでに尾張、加賀、薩摩の3家を翻刻済み。さらに紀
州を現在翻刻中

2. 1家1冊1分（1家全冊1日）ペースでの差分翻刻の実現
に向けて、ワークフローの効率化を試行中

3. 予定：効率化したワークフローに基づき、主要な大名
（40-50程度）の翻刻を完了させ、出版順を確定

4. 予定：全家を対象とした参勤交代データセットや、そ
の他の構造化データセットを作成
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将来像：板本比較研究プラットフォーム
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Book Barcoding 
Database

https://nextstrain.org/ncov/gisaid/global

未知の板本のバー
コードを計算し、
データベースと比較
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